
ふくおか県議会だより

２月定例会において、平成29年度の「一般会計予算」、「特別会計予算」、「企業会計予算」を可決しました。
平成29年度の当初予算は、一般会計で１兆7,209億２千万円、特別会計5,840億８千万円、企業会計で111億３千

万円の規模であり、一般会計では前年度当初予算に比べ817億円、4.5％の減となっています。

平成29年度

当初予算の事業のうち主なものをご紹介します。当初予算の事業のうち主なものをご紹介します。当初予算の事業のうち主なものをご紹介します。

○農林水産業の競争力強化
農林水産物のブランド力を強化
し、販売・消費を拡大
……………………9,649万円

農林水産物輸出・インバウンド
需要拡大対策を強化
……………………7,175万円
畜産の競争力を強化…………………4億9,172万円

○本県の魅力発信と観光の振興
世界文化遺産の登録・保全活用を推進…1億7,156万円
観光プロモーションを強化
………………………5,055万円

外国人観光客の受入環境を整備
………………………2,357万円
全国豊かな海づくり大会を開催……3億8,016万円

★景気の回復と魅力ある雇用の場の創出 ★「ふくおか未来人財」の育成とスポーツの推進

○「ふくおか未来人財」の育成
中学校における学力向上を推進…………3,609万円
地域の産業に合った人材を育成……………553万円

○大規模国際スポーツ大会を契機としたスポーツ
の振興と地域の活性化
ジュニアアスリートを育成
…………………………3,595万円
キャンプ地誘致を推進
…………………………5,331万円
障がい者スポーツを推進
…………………………8,695万円

★安全・安心、災害に強い県づくり
○子ども・子育て支援の充実
保育の担い手を確保…1億5,033万円
児童相談所の体制を強化…1,265万円

○就職・仕事の支援
若者のUIJターン就職を支援……………1,169万円

企業における働き方改革を推進…………1,897万円

★出会い、結婚、子育て、就職・仕事の支援

★安心して生活できる共助社会の実現

○子どもの貧困対策の一層の強化
放課後児童クラブの利用料減免を支援…7,988万円
田川地域に子ども支援オフィスを設置…2,384万円
生活困窮世帯等の高校生の進学・就職を支援
…………………………………………2,880万円

○障がい者福祉の向上
発達障がいのある人の支援を強化………8,635万円
特別支援教育の支援体制を充実…………4,606万円

○高齢者施策の推進、県民の健康の維持と増進
介護応援宣言企業登録制度
を創設
…………………866万円

介護人材の確保・定着支援
………………1,115万円

当初予算当初予算をを可決可決当初予算当初予算をを可決可決当初予算を可決

○中小企業の支援
中小企業向け制度融資を充実……………6,884億円
売れる新商品・新サービスづくりを支援…1,112万円

○イノベーションによる成長産業の振興
北部九州自動車産業アジア先進拠点プロジェクトを推進
……………………………………………7,238万円
IoTを活用した製品・サービスの開発を支援
……………………………………………7,008万円
再エネによる高効率な水素製造技術等の研究開発を支援
……………………………………………1,000万円
苅田港新松山地区の工業用地を整備…16億940万円

○女性の活躍推進
企業や地域における女性の
活躍を応援………4,018万円
女性農林漁業者の活動を支援
…………………1,270万円
働く女性向けワンストップ
就業支援を充実…1,362万円

○70歳現役社会の推進
70歳現役社会の実現に向けた取組み…1億6,177万円

★女性や高齢者の活躍の応援

○熊本地震を踏まえた地域防災力の向上
緊急輸送道路等を整備……………………………………………………189億3,813万円
住宅の地震対策を強化……………………………………………………………7,944万円
市町村と連携し防災力を強化……………………………………………………1,639万円

○将来の発展基盤の整備
福岡・北九州空港を整備……………………………………………………46億4,194万円

○徹底した治安の確保
暴力団事務所の撤去を促進
……………………………………500万円
飲酒運転撲滅運動を推進

……………………………………300万円

○快適な生活環境の整備
高濃度ＰＣＢ使用製品の処理を促進
…………………………………1,618万円
浄化槽整備を促進…………4億9,097万円
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２
月
定
例
会
は
、
２
月
２４
日
に
招

集
さ
れ
、
３
月
２８
日
ま
で

２８

３３
日
間
の

会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
は
「
平
成
２９
年
度
福
岡

県
一
般
会
計
予
算
」
な
ど
予
算
議
案

３３
件
、
条
例
議
案

３３

１７
件
、
専
決
処
分

し
た
も
の
に
つ
い
て
報
告
し
承
認
を

求
め
る
議
案
１
件
、
契
約
の
締
結
に

関
す
る
議
案
５
件
、
経
費
負
担
に
関

す
る
議
案
１３
件
、
人
事
に
関
す
る
議

案
３
件
、そ
の
他
の
議
案
９
件
、計
８１

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
編

成
、
災
害
対
策
、
保
育
環
境
の
改
善
、

原
発
問
題
、
就
労
問
題
、
が
ん
対
策
、

農
業
問
題
、
教
育
問
題
な
ど
県
政
全

般
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
１０
日
に
は
、
予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
付
託
さ
れ

た
「
平
成
２９
年
度
福
岡
県
一
般
会
計

予
算
」
な
ど
２０
件
の
予
算
議
案
に
つ

い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
議
案

８１
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
、
承
認
ま
た
は
同
意

さ
れ
ま
し
た
。（
６
面
に
予
算
特
別
委

員
会
の
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

定
例
会
の
概
要

平
成
二
十
九
年
二
月
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公
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党

公
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党

公
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緑
友
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緑
友
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緑
友
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聡
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Ｑ

平
成
２９
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
案
の
実
質
的
な
伸
び

は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、
大
幅

な
一
般
財
源
の
減
少
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
当
初
予
算
案

を
編
成
し
た
の
か
を
問
う
。

Ａ

２９
年
度
当
初
予
算
は
、

政
令
市
へ
移
譲
さ
れ
た
給
与
費

の
影
響
を
除
く
人
件
費
、
社
会

保
障
費
、
公
共
事
業
費
、
行
政

施
策
費
な
ど
政
策
経
費
を
前

年
度
に
比
べ
１
４
７
億
円
、

１
・
３
％
増
額
し
て
い
る
。

円
高
の
進
行
に
よ
り
、
本
年

度
の
地
方
消
費
税
お
よ
び
そ
の

清
算
金
が
２
７
０
億
円
程
度

減
収
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

現
在
の
円
の
水
準
も
当
時
よ
り

高
い
状
況
に
あ
り
、
来
年
度
も

大
き
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
こ

れ
ら
も
踏
ま
え
、
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
「
財
政
改
革
プ
ラ

ン
」
に
よ
る
改
革
で
総
額
９７
億

円
の
効
果
を
上
げ
た
が
、
な
お

財
政
不
足
が
生
じ
た
。
税
収

の
大
幅
減
で
本
年
度
は
最
終

的
に
財
政
調
整
基
金
等
三
基

金
を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な

い
事
態
と
な
っ
て
お
り
、
来
年

度
も
三
基
金
か
ら
４５
億
円
を

取
り
崩
し
、
収
支
の
均
衡
を
図

っ
た
。

Ｑ

消
防
施
設
の
耐
震
化
や

老
朽
化
対
策
、
消
防
関
連
の

車
両
や
装
備
資
機
材
の
充
足

率
は
。

Ａ

消
防
本
部
や
消
防
署
な

ど
の
消
防
施
設
の
耐
震
化
率
は

昨
年
度
末
現
在
９２
％
で
、全
国

平
均
の
８８
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

建
設
後
５０
年
以
上
経
過
し
た

消
防
施
設
は
５
棟
で
、
既
に
耐

震
化
工
事
を
終
え
た
も
の
が

２
棟
、
建
て
替
え
が
予
定
さ
れ

て
い
る
も
の
が
３
棟
で
あ
る
。

総
務
省
消
防
庁
の
定
め
る

消
防
力
の
整
備
指
針
に
基
づ

く
主
な
消
防
車
両
の
当
県
に

お
け
る
充
足
率
は
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
８８
％
、
は
し
ご
自
動

車
９３
％
、
救
急
自
動
車

９３

８９
％
。

装
備
資
機
材
は
化
学
防
護
服

な
ど
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
対
応
資

機
材（
※
）の
充
足
率
が
６４
％
。

各
消
防
本
部
で
災
害
対
応
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
更
新
が

な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

※
放
射
性
物
質
、
生
物
剤
お
よ

び
化
学
剤
に
よ
る
災
害
に
対
応

す
る
た
め
の
化
学
防
護
服
な
ど

の
資
機
材
。

Ｑ

大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電

事
業
の
終
了
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ

小
規
模
な
市
町
村
が
、

当
時
、
単
独
で
実
施
す
る
こ
と

が
困
難
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

対
策
、
大
牟
田
地
域
の
活
性
化

な
ど
、
当
初
の
目
的
は
達
成
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
一
方
で
、
事
業
延
長
の
た

め
に
は
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

大
規
模
改
修
に
約
５０
億
円
に

及
ぶ
費
用
を
要
し
、
事
業
参

加
市
町
村
が
負
担
す
る
処
理

委
託
料
の
大
幅
な
高
騰
が
避

け
ら
れ
な
い
た
め
、
昨
年
１２

月
、
大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電

事
業
の
運
営
協
議
会
に
お
い

て
、
県
と
電
源
開
発
、
事
業
参

加
市
町
村
の
総
意
で
事
業
終

了
の
結
論
に
至
っ
た
。

Ｑ

わ
が
会
派
は
昨
年
６
月

議
会
で
、
都
道
府
県
に
対
す
る

国
庫
補
助
負
担
金
の
う
ち
保

育
所
等
整
備
交
付
金
に
お
い

て
、
合
理
的
理
由
が
な
い
ま
ま

本
県
が
最
も
低
い
Ｄ
ラ
ン
ク

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
質
し
た
。
国
は
先
般
、

交
付
基
準
の
地
域
区
分
を
撤

廃
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
、

来
年
度
か
ら
全
都
道
府
県
に

最
も
高
い
Ａ
ラ
ン
ク
が
適
用

さ
れ
る
。
知
事
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

Ａ

６
月
議
会
で
の
指
摘
を

踏
ま
え
、
夏
に
は
議
長
と
、
秋

に
は
副
議
長
と
厚
生
労
働
省

等
に
出
向
き
、
見
直
し
を
強

く
求
め
て
き
た
。
議
会
か
ら
の

問
題
提
起
を
受
け
、
議
会
と

一
体
と
な
っ
て
国
に
働
き
掛
け

て
き
た
成
果
で
あ
る
。

Ｑ

市
町
村
や
関
係
団
体
へ

早
急
に
周
知
徹
底
し
、
保
育

環
境
の
改
善
に
生
か
す
べ
き

と
考
え
る
。

Ａ

地
域
区
分
の
撤
廃
に
つ
い

て
は
２
月
１７
日
、
厚
生
労
働
省

か
ら
通
知
が
あ
り
、
県
で
は
同

日
直
ち
に
市
町
村
に
そ
の
通

知
を
送
付
す
る
と
と
も
に
福

岡
県
保
育
協
会
に
も
知
ら
せ

た
。
３
月
６
日
に
開
く
市
町

村
説
明
会
で
も
保
育
事
業
者
へ

の
周
知
を
徹
底
す
る
。

地
域
区
分
の
撤
廃
で
本
県
の

補
助
基
準
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
保
育
事
業

者
の
施
設
整
備
の
意
欲
を
高
め

る
契
機
に
な
る
と
考
え
る
。

今
後
、
市
町
村
と
連
携
し
て
交

付
基
準
額
の
改
正
内
容
を
周

知
し
、
保
育
所
等
施
設
の
整

備
・
充
実
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な

げ
た
い
。

Ｑ

九
州
電
力
は
玄
海
原
発

３
・
４
号
機
が
原
子
力
規
制
委

員
会
の
新
規
制
基
準
に
適
合

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
早
け

れ
ば
こ
の
夏
の
再
稼
働
を
目

指
し
て
い
る
。
県
内
で
の
住

民
説
明
会
は
、
現
時
点
で
は

糸
島
市
だ
け
に
限
定
さ
れ
て

い
る
。
県
と
し
て
県
民
に
対

す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
た

め
に
は
、
少
な
く
と
も
希
望

が
あ
っ
た
県
内
の
自
治
体
に

お
い
て
は
説
明
会
を
開
催
す

る
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ

県
は
国
の
指
針
を
踏
ま

え
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
か

ら
３０
キ
ロ
圏
内
を
「
原
子
力
災

害
対
策
重
点
区
域
」
と
し
て
、

平
成
２４
年
、
地
域
防
災
計
画

お
よ
び
広
域
避
難
基
本
計
画

を
策
定
し
、
原
子
力
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
３０
キ
ロ

圏
内
の
重
点
区
域
に
含
ま
れ

る
市
町
村
は
本
県
で
は
糸
島

市
で
あ
る
こ
と
、
既
に
再
稼
働

し
て
い
る
全
国
の
他
の
原
子
力

発
電
所
の
隣
接
府
県
に
お
い
て

も
、
い
ず
れ
も
３０
キ
ロ
圏
内
の

市
町
を
対
象
に
住
民
説
明
会

を
開
催
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
県
の
住
民
説
明
会
に
つ
い
て

も
糸
島
市
と
し
て
い
る
が
、
県

内
の
他
の
市
町
村
か
ら
住
民

説
明
会
の
希
望
が
な
さ
れ
た

場
合
は
九
州
電
力
に
住
民
説

明
会
の
開
催
を
働
き
か
け
る
。

Ｑ

働
き
方
改
革
、
若
年
就

労
者
の
離
職
防
止
対
策
に
つ

い
て
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ

県
は
全
国
に
先
駆
け
て
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
来

年
度
か
ら「
働
き
方
改
革
推
進

大
会
」
を
開
催
。
さ
ら
に
改
革

に
取
り
組
む
企
業
に
人
事
労

務
管
理
に
関
し
て
専
門
的
な

知
識
や
経
験
を
有
し
て
い
る
社

会
保
険
労
務
士
な
ど
を
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
派
遣
し
、
個
別

の
相
談
、
研
修
を
実
施
す
る
。

若
手
社
員
の
離
職
防
止
は

職
場
で
の
良
好
な
人
間
関
係
の

構
築
が
重
要
と
考
え
る
。
来

年
度
か
ら
新
た
に
若
手
社
員
、

上
司
、
若
手
社
員
に
助
言
等

を
行
う
メ
ン
タ
ー（
指
導
者
）の

３
グ
ル
ー
プ
別
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
向
上
な
ど
の
研
修

を
県
内
４
地
域
、
３
６
０
人

程
度
を
対
象
に
実
施
。
加
え

て
実
際
の
職
場
を
意
識
し
た

集
合
研
修
を
行
う
。

Ｑ

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

の
拡
充
並
び
に
保
育
士
不
足

が
深
刻
な
北
九
州
市
、
福
岡

市
及
び
久
留
米
市
と
の
連
携

に
つ
い
て
知
事
に
尋
ね
る
。

Ａ

県
内
４
カ
所
の
子
ど
も

支
援
オ
フ
ィ
ス
で
は
昨
年
６
月

の
開
設
か
ら
今
年
１
月
ま
で

３
０
１
件
の
相
談
を
受
け
付

け
、
子
ど
も
に
は
学
習
支
援
事

業
へ
の
参
加
、
保
護
者
に
は
債

務
整
理
な
ど
の
支
援
を
実
施
。

田
川
地
域
は
生
活
保
護
の
受

給
状
況
な
ど
か
ら
潜
在
的
ニ
ー

ズ
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

他
地
域
と
比
べ
相
談
件
数
が

少
な
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
利

便
性
を
考
慮
し
て
田
川
地
域

に
５
カ
所
目
を
設
置
す
る
。

保
育
士
確
保
に
関
し
て
、
県

は
３
市
と
個
別
協
議
や
情
報

交
換
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
設
置
し
て
い
る
保
育
士
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

や
共
通
の
課
題
等
を
協
議
す

る
合
同
会
議
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
と
も
市
町
と
連
携

し
、
潜
在
保
育
士
の
再
就
職
促

進
、
保
育
士
の
就
業
継
続
に
取

り
組
む
。

Ｑ

文
部
科
学
省
は
「
都
道
府

県
に
少
な
く
と
も
一
つ
は
夜

間
中
学
の
設
置
を
目
指
す
」
と

の
方
針
を
示
し
て
い
る
が
、
ど

う
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
音
声
教
材
の
普
及
・
活
用

に
つ
い
て
も
教
育
長
に
聞
く
。

Ａ

文
部
科
学
省
が
現
在
、

県
内
の
市
町
村
等
で
夜
間
中

学
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
。
県
教
育
委
員
会

は
そ
の
結
果
等
も
参
考
に
本

県
に
お
け
る
適
切
な
夜
間
中

学
の
在
り
方
の
検
討
を
進
め
、

市
町
村
教
育
委
員
会
へ
の
情
報

提
供
と
指
導
助
言
に
努
め
る
。

音
声
教
材
は
文
字
や
図
形

を
認
識
す
る
こ
と
が
困
難
な

児
童
生
徒
へ
の
学
習
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
本
年
度

初
め
て
文
部
科
学
省
か
ら
全

市
町
村
に
サ
ン
プ
ル
版
が
送
付

さ
れ
た
。
本
県
も
校
長
研
修

会
等
に
取
り
入
れ
る
な
ど
そ

の
普
及
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ

新
規
就
農
者
の
定
着
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

Ａ

営
農
講
座
の
開
催
や
経

営
に
必
要
な
機
械
・
施
設
の
導

入
経
費
助
成
、
青
年
就
農
給

付
金
の
最
長
５
年
間
交
付
、

日
々
の
相
談
相
手
と
な
る
「
就

農
里
親
」
の
設
置
な
ど
で
支

援
。
来
年
度
か
ら
栽
培
技
術

を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
え
る
取

り
組
み
も
加
え
、
安
心
し
て
農

業
に
取
り
組
み
、
定
着
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
。
昨
年
４
月

に
農
業
で
働
き
た
い
人
と
人
材

を
求
め
る
農
業
法
人
等
を
つ
な

ぐ
「
県
就
農
マッ
チ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
」を
設
置
。
今
年
１
月
か
ら

「
ふ
く
お
か
で
農
活
！
農
業
就

職
応
援
サ
イ
ト
」を
運
用
開
始

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
求
人
５１

件
、
求
職
３８
件
の
情
報
が
登
録

さ
れ
、
面
談
を
９
件
実
施
、
雇

用
契
約
２
件
が
成
立
。
求
人
・

求
職
そ
れ
ぞ
れ
の
登
録
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、

広
く
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ

線
虫
に
よ
る
が
ん
検
査

法
と
が
ん
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

Ａ

線
虫
の
優
れ
た
嗅
覚
を

活
用
し
、
尿
で
が
ん
の
有
無
を

識
別
す
る
検
査
方
法
は
簡
便

で
高
い
精
度
が
期
待
で
き
、
が

ん
早
期
発
見
の
有
力
な
手
法
。

県
は
今
年
度
か
ら
九
州
大
学

発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
支

援
。
消
化
器
系
が
ん
の
実
証

試
験
で
は
患
者
を
９０
％
以
上

の
精
度
で
見
分
け
、
研
究
開
発

は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
平
成

３１
年
度
の
実
用
化
を
目
指
し

て
実
証
試
験
や
成
果
を
積
み

重
ね
、
線
虫
の
動
き
を
画
像
で

判
別
で
き
る
装
置
の
開
発
も

必
要
。
今
後
も
支
援
し
、で
き

る
限
り
早
期
の
実
用
化
に
つ
な

げ
た
い
。
県
は
が
ん
死
亡
率
の

減
少
な
ど
を
目
標
に
総
合
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
来
年
度

か
ら
最
も
死
亡
率
の
高
い
肺
が

ん
で
、
働
く
世
代
が
受
診
し
や

す
い
日
時
と
場
所
に
出
向
い
た

検
診
の
実
施
に
も
取
り
組
む
。

Ｑ

直
方
特
別
支
援
学
校
の

中
長
期
的
な
進
学
ニ
ー
ズ
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
。
高
等

部
が
な
い
川
崎
特
別
支
援
学

校
の
地
元
に
は
「
中
学
部
卒

業
後
も
同
じ
地
域
で
高
等
部

教
育
を
学
ぶ
環
境
が
ほ
し

い
」
と
願
う
切
実
な
要
望
が

あ
る
。
教
育
長
は
ど
う
応
え

る
の
か
。

Ａ

昨
年
１１
月
に
策
定
し
た

「
県
立
特
別
支
援
学
校
の
今
後

の
整
備
方
針
」
で
、
直
方
特
別

支
援
学
校
は
通
学
区
域
に
係

る
将
来
推
計
人
口
等
を
踏
ま

え
、
改
め
て
児
童
生
徒
数
見
込

み
を
精
査
し
、
分
離
新
設
ま

た
は
増
築
等
の
必
要
性
を
検

討
す
る
と
し
て
い
る
。
川
崎
特

別
支
援
学
校
は
、
嘉
穂
特
別

支
援
学
校
と
と
も
に
小
中
学

部
の
み
の
学
校
で
、
高
等
部
教

育
の
普
及
の
面
で
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
筑
豊
地
区

全
体
の
高
等
部
教
育
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
も
考
慮
し
、
今
後
の

直
方
特
別
支
援
学
校
に
関
す

る
検
討
を
進
め
て
い
く
。
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代表質問を終えて 会派を代表して行われた代表質問について、
各会派が分かりやすく説明します。

自
民
党
県
議
団

民
進
党
・
県
政
県
議
団

公
明
党

緑
友
会

冒
頭
、
下
関
北
九
州
道
路
の
早
期
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
、
３
月
中
に
も
関
係
２

県
２
市
、地
元
経
済
界
、議
員
連
盟
と
と
も
に
、国
に
対
し
要
望

を
行
い
、
議
員
連
盟
と
力
を
合
わ
せ
、
下
関
北
九
州
道
路
の
一

日
も
早
い
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
対
策
と
広
域
連
携
に
つい
て
は
、
九
州
・
山
口
地

域
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
各
県
が
連
携
し
、

一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、こ
う
し
た
広
域
連
携
を

効
果
的
、
効
率
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
各

県
で
支
援
・
受
援
の
両
面
で
の
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
し
、
放
課
後
児
童
支
援
員
や
ス
タ

ッ
フ
の
待
遇
に
つ
い
て
は
、今
後
、県
と
し
て
国
の
補
助
制
度
を
十

分
に
活
用
し
、実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
と
協
力
し
な
が
ら
、職

員
の
処
遇
改
善
を
進
め
る
。利
用
料
減
免
に
つ
い
て
は
、減
免
制

度
を
設
け
て
い
る
市
町
村
が
約
６
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
利
用
料
減
免
の
事
業
を
創
設
す
る
こ
と
で
減
免
制
度
が
全

県
下
に
拡
大
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

農
林
水
産
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
大
事
な
農

林
水
産
業
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
攻
め
の
農
林
水

産
業
に
し
た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
、
一
体
的
に
取
り
組
む
施

策
を
中
心
に
、
各
種
施
策
の
方
向
性
を
明
確
に
示
す
も
の
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
２９
年
度
か
ら
、
保
育
所
等
整
備
交
付
金
等
の
国
の
地
域

区
分
撤
廃
が
実
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
知
事
は
、「
議
会
か
ら

の
問
題
提
起
を
受
け
、
議
会
と
一
体
で
国
に
働
き
か
け
た
成

果
」と
評
価
し
た
上
で
、「
地
域
区
分
撤
廃
に
よ
る
本
県
の
補
助

基
準
額
の
引
き
上
げ
は
、
保
育
事
業
者
の
施
設
整
備
意
欲
を
高

め
る
契
機
と
な
る
。
今
後
、
市
町
村
と
連
携
し
、
保
育
所
等
施

設
の
整
備
・
充
実
を
促
進
し
、
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
げ
る
」

と
明
言
し
ま
し
た
。

玄
海
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
、
知
事
は
市
町
村
か
ら
住
民

説
明
会
の
希
望
が
あ
れ
ば
、「
九
州
電
力
に
開
催
を
働
き
か
け

る
こ
と
」と
、
玄
海
原
発
再
稼
働
の
動
向
を
踏
ま
え
、「
県
民
に

し
っ
か
り
と
説
明
す
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

部
落
差
別
解
消
推
進
法
の
昨
年
１２
月
の
施
行
を
受
け
、
部
落

差
別
の
完
全
解
消
に
つい
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
知
事
は
、
同
和
問

題
の
早
期
解
決
は
県
政
の
重
要
課
題
と
の
認
識
を
示
し
、
部
落

差
別
の
な
い
社
会
実
現
の
決
意
を
表
し
ま
し
た
。

外
国
人
観
光
客
向
け
に
、
今
年
４
月
か
ら
、
緊
急
通
報
番
号

の
１
１
０
番
・
１
１
９
番
も
掲
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
空
港
や

駅
の
観
光
案
内
所
等
で
配
布
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
に
も
移
動
の
バ
ス

車
内
で
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
わ
が
会
派
の
質
問
を
受
け
、
来
年
度
か
ら
教
員
採

用
試
験
の
受
験
年
齢
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
幅
広
い
年

齢
層
の
人
材
が
受
験
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３

０
ア
ジ
ェン
ダ
」
で
は
、
最
も
配
慮
す
べ
き
存
在
に
、
子
ど
も
と

若
者
の
活
躍
の
機
会
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
深
意
に
沿
う
べ
く
、
本
県
の「
福
岡『
働
き
方
改
革
』に
向

け
た
共
同
宣
言
」の
実
効
性
を
求
め
、
若
者
・
女
性
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
等
の
多
様
な
働
き
方
社
会
の
実
現
へ
向
け
た
取
り
組

み
に
つい
て
質
し
ま
し
た
。

公
明
党
福
岡
県
議
団
は
、
福
岡
県
内
の
就
労
者
の
労
働
環
境

に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
長
時
間
残
業
等
の
実
態
や
職
場
の
人

間
関
係
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
調
査
を
基
に
、
ワ
ー

ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
推
進
や
離
職
防
止
対
策
の
具
体
的
施
策

を
求
め
、
県
は
平
成
２９
年
度
か
ら
改
善
に
取
り
組
む
企
業
に
個

別
相
談
や
研
修
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
及
び
地
域
協
議
会

の
設
置
の
推
進
を
質
し
、
障
が
い
理
解
への
普
及
・
啓
発
、
中
小

企
業
へ
の
法
定
雇
用
率
達
成
の
取
り
組
み
や
障
が
い
者
優
先
調

達
の
具
体
的
推
進
に
つい
て
確
認
。
次
世
代
への
平
和
文
化
事
業

の
推
進
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
への
支
援
、
子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ

ス
や
児
童
虐
待
に
関
す
る
県
の
施
策
、
潜
在
保
育
士
の
活
用
・
確

保
、
義
務
教
育
未
修
了
者
等
の
教
育
機
会
の
確
保
、
音
声
教
材

の
普
及
・
活
用
及
び
教
員
研
修
の
現
状
な
ど
を
質
し
、
県
は
一

層
の
支
援
を
図
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

緑
友
会
福
岡
県
議
団
は
、
平
成
２９
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に

つい
て
、
新
規
就
農
者
支
援
、
医
療
問
題
、
災
害
に
強
い
福
岡
県

づ
く
り
な
ど
を
取
り
上
げ
、
政
策
提
言
を
行
い
、
知
事
の
考
え

方
を
質
し
ま
し
た
。

防
災
情
報
を
担
う
次
期
福
岡
県
防
災
・
行
政
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
で
は
、
平
成
３０
年
度
ま
で
の
総
額

３０

６９
億
円

の
事
業
の
入
札
状
況
を
質
し
、
本
年
２
月
に
入
札
参
加
業
者
の

一
部
に
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
排
除
措
置
命
令
が
出
さ
れ
、
県

で
は
指
名
停
止
措
置
を
行
っ
た
。
入
札
執
行
に
つい
て
慎
重
に
検

討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

福
岡
県
医
師
会
診
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
と
び
う
め
ネ
ッ

ト
）の
構
築
に
対
し
て
、
総
額
１６
億
３
，６
０
０
万
円
余
の
助
成

を
行
い
、
医
療
機
関
数
４
０
８
施
設
、
患
者
数
５
，０
８
２
人
、

参
加
自
治
体
４
市
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
今

後
は
、
平
成
３７
年
度
ま
で
に

３７

２９
万
人
を
目
標
に
患
者
登
録
拡
大

を
働
き
か
け
る
と
の
答
弁
で
し
た
。
市
町
村
の
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
推
進
す
る
た
め
に
提
案
を
行
い
、
リ
ー
ス
方
式
や
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業
（
民
間
活
力
と
資
金
を
可
能
な
限
り
活
用
し
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
を
実
現
す
る
手
法
）
に
よ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
促
進

す
る
と
の
答
弁
で
し
た
。
教
員
採
用
試
験
に
つい
て
、
二
次
試
験

以
降
で
不
採
用
に
な
っ
た
人
に
対
し
て
非
常
勤
講
師
枠
で
採
用

し
、
来
年
度
以
降
の
一
次
試
験
を
免
除
す
る
制
度
を
提
案
し
、

教
育
長
か
ら
は
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

提出された議案

可決された意見書

○受動喫煙、いわゆる間接喫煙防止対策強化措置に
対する意見書

○水素ステーションの整備促進を求める意見書
○スポーツ指導者の新たな国家資格制度の創設を図

り、効果的な活用を求める意見書

平成２９年２月定例会では議案８１件が提出さ
れ、いずれも原案のとおり可決、承認または同
意されました。

○予算議案 ３３件
・平成２９年度福岡県一般会計予算
・平成２８年度福岡県一般会計補正予算（第５号）
など

○条例議案 １７件
・福岡県障がいを理由とする差別の解消の推進に
関する条例の制定について

・福岡県自転車の安全で適正な利用の促進に関す
る条例の制定について
・福岡県公の施設の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

・福岡県職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
・福岡県県立学校職員定数条例及び福岡県市町村
立学校職員定数条例の一部を改正する条例の制
定について
・福岡県警察の組織及び定員に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

・福岡県医療施設耐震化臨時特例基金条例を廃止
する条例の制定について
・福岡県地域医療再生基金条例を廃止する条例の
制定について など

○専決処分したものについて報告し承認を求める議
案 １件

○契約の締結に関する議案 ５件
・包括外部監査契約の締結について
・工事請負契約の締結について など

○経費負担に関する議案 １３件
・空港整備事業の経費の負担について など

○人事に関する議案 ３件
・副知事の選任について
・監査委員の選任について
・福岡県土地利用審査会委員の任命について

○その他の議案 ９件
・福岡県行政改革大綱の策定について
・福岡県公共施設等総合管理計画の策定について
・福岡県総合計画の策定について
・福岡県交通ビジョンの策定について
・公立大学法人福岡女子大学に対する出資について
・公立大学法人福岡女子大学定款の一部変更につ
いて
・第１０次福岡県職業能力開発計画の策定について
・福岡県農林水産振興基本計画の策定について
・福岡北九州高速道路公社定款の一部変更に対す
る同意について
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一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

塩
川
議
員

今
後
の
生
涯
学
習
社
会

の
構
築
に
つ
い
て
、
知
事
の
考
え
は
。

Ａ

生
涯
学
習
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が

心
豊
か
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し

た
人
生
を
送
る
た
め
に
有
意
義
な
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
に
も

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
市
町

村
と
も
連
携
し
、
一
人
ひ
と
り
の
自
己

実
現
と
と
も
に
学
習
の
成
果
を
生
か
し

た
活
動
が
、
社
会
全
体
で
盛
ん
に
行
わ

れ
、
広
が
っ
て
い
く
よ
う
努
め
て
ま
い
る
。

県
民
幸
福
度
日
本
一
を
目
指
す
本
県
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

桐
明
議
員

久
留
米
大
学
が
提
案
し

た
「
八
女
・
筑
後
医
療
圏
に
お
け
る
中

核
病
院
構
想
」
に
つ
い
て
見
解
を
尋
ね

る
。

Ａ

県
が
作
成
し
た
地
域
医
療
構
想

は
、
圏
域
で
将
来
求
め
ら
れ
る
病
床
の

機
能
と
病
床
数
の
在
り
方
を
示
す
も

の
。
一
方
、
大
学
の
提
案
は
医
師
確
保

の
観
点
か
ら
個
別
病
院
に
着
目
し
て
公

立
八
女
総
合
病
院
と
筑
後
市
立
病
院
の

統
合
を
提
案
さ
れ
た
も
の
。
提
案
は
、

県
の
地
域
医
療
構
想
の
考
え
方
を
頭
に

置
き
な
が
ら
、
ま
ず
は
両
病
院
の
関
係

者
で
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
。
県
は

検
討
状
況
を
踏
ま
え
て
適
切
に
助
言
し

て
い
く
。

片
岡
議
員

学
校
の
統
合
に
は
財
政

負
担
が
生
じ
る
。
市
町
村
を
確
実
に
支

援
す
る
た
め
、
財
政
的
・
人
的
支
援
の

拡
充
が
よ
り
必
要
に
な
る
。

Ａ

市
町
村
の
統
合
判
断
は
児
童
生
徒

に
と
っ
て
最
適
な
教
育
環
境
を
つ
く
る

と
い
う
観
点
を
重
視
し
つつ
、
財
政
や
人

的
な
面
も
含
め
総
合
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
県
教
育
委
員
会
と
し
て
は

市
町
村
の
学
校
統
合
の
計
画
に
つい
て
将

来
の
件
数
や
規
模
な
ど
を
把
握
し
、
見

通
し
を
立
て
て
国
の
補
助
金
獲
得
に
努

め
る
な
ど
市
町
村
の
検
討
が
円
滑
に
進

む
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

板
橋
議
員
「
九
州
オ
ル
レ
」（
高
低
差

の
少
な
い
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
）で
新

た
に
「
み
や
ま
・
清
水
山
コ
ー
ス
」
が
認

定
さ
れ
た
。
新
し
い
広
域
の
観
光
振
興

に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ
「
八
女
」「
久
留
米
・
高
良
山
」「
み

や
ま
・
清
水
山
」
の
３
コ
ー
ス
を
有
す

る
筑
後
地
域
に
は
、
歴
史
、
食
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
観
光
農
園
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

観
光
資
源
が
あ
る
。
市
町
村
と
連
携

し
、
宿
泊
滞
在
型
の
観
光
ル
ー
ト
と
し

て
Ｐ
Ｒ
す
る
。
平
成
２９
年
度
か
ら
「
ふ

く
お
か
よ
か
と
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
」
事
業
の

対
象
に
組
み
込
み
、
誘
客
に
つ
な
げ
た

い
。大

田
議
員

学
童
期
の
む
し
歯
予
防

で
、
モ
デ
ル
小
学
校
で
の「
フ
ッ
化
物
洗

口
」（
フ
ッ
化
物
の
水
溶
液
を
含
ん
で
の

う
が
い
）
が
新
規
事
業
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
ど
う
進
め
る
の
か
。

Ａ

モ
デ
ル
校
で
は
学
校
職
員
、
保
護

者
等
で
検
討
会
を
設
置
。
実
施
手
順
等

を
協
議
し
、
保
護
者
や
学
校
側
の
不
安

を
払
拭
す
る
。
そ
の
上
で
説
明
会
を
開

ふ
っ
し
ょ
く

催
し
、
同
意
を
得
た
児
童
に
週
１
回
実

施
す
る
。
モ
デ
ル
校
の
取
り
組
み
を
報

告
書
と
し
て
ま
と
め
、
県
教
育
委
員
会

と
連
携
し
、「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
に
取
り

組
む
小
学
校
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

岳
議
員
（
障
が
い
者
が
農
業
に
参
入

す
る
）
農
福
連
携
を
い
か
に
進
め
て
い

く
の
か
。

Ａ

農
福
連
携
に
よ
っ
て
障
が
い
者
に

新
し
い
職
域
を
開
拓
し
、
自
立
と
地
域

社
会
へ
の
参
加
を
促
し
た
い
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
食
材
調

達
基
準
で
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
世
界
標
準
の
適

正
農
業
規
範
）の
認
証
を
取
得
の
上
、
障

が
い
者
が
主
体
的
に
携
わ
っ
て
生
産
し

た
農
産
物
や
畜
産
物
が
推
奨
さ
れ
る
事

項
に
加
わ
る
と
伺
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
情
報
提
供
し

て
い
く
。
ま
た
、
農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ（
市

場
）開
催
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

津
田
議
員

ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
の

閉
園
は
周
辺
自
治
体
や
県
の
観
光
振
興

に
大
き
な
打
撃
と
な
る
。
県
の
対
策

は
。

Ａ

北
九
州
市
に
は
、
自
然
史
を
楽
し

く
学
べ
る
「
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
」
や

環
境
学
習
の
拠
点
で
あ
る
「
北
九
州
市

環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
数
多
く
の
魅

力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
閉
園

報
道
後
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
に
送
客
実

績
の
あ
っ
た
県
外
の
旅
行
会
社
を
個
別

に
訪
問
し
、
地
域
の
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ

す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
今
後
も
北
九
州
市
と
緊
密
に
連
携

し
、
観
光
客
の
誘
客
に
取
り
組
む
。

阿
部
議
員

県
と
ハ
ワ
イ
州
の
姉
妹

提
携
締
結
及
び
県
議
会
と
州
議
会
の
国

際
友
好
親
善
促
進
の
盟
約
締
結
か
ら
３５

周
年
を
迎
え
、
１
月
に
議
長
や
知
事
な

ど
と
共
に
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
た
。
知
事

に
意
義
を
尋
ね
る
。

Ａ

３５
年
間
に
わ
た
り
続
い
て
き
た
交

流
の
重
み
に
思
い
を
致
し
、
先
人
の
ご
尽

力
に
敬
意
を
表
す
る
。
同
時
に
、
将
来

に
わ
た
っ
て
友
好
関
係
を
一
層
発
展
さ

せ
る
新
た
な
礎
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
地
で
開
催
し
た
「
福
岡
フェア
」
は
来

場
者
が
４
日
間
で
４
万
人
を
超
え
、
県

産
品
の
販
路
拡
大
等
に
向
け
て
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
。

香
原
議
員

全
国
の
半
分
以
上
の
２４

都
道
府
県
が
消
防
団
に
助
成
し
て
い

る
。
本
県
も
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
で

あ
る
。

Ａ

市
町
村
が
行
う
消
防
団
施
設
等
の

整
備
は
平
成
３２
年
度
ま
で
の
時
限
措
置

で
あ
る
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
対

象
。
１
０
０
％
起
債
可
能
で
、
う
ち
７０

％
が
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
。
ま
ず
は

こ
の
活
用
を
市
町
村
に
助
言
し
て
い
く
。

ま
た
、
県
内
の
市
町
村
の
状
況
や
、
他
の

都
府
県
の
補
助
の
効
果
を
平
成
２９
年
度

か
ら
早
急
に
調
査
し
、
県
の
市
町
村
への

補
助
に
つい
て
研
究
を
進
め
て
い
く
。

伊
豆
議
員

今
年
１０
月
１０

２８
日
、

１０

２８

２９
日

に
「
第
３７
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
」
の
会
場
と
な
る
鐘
崎
漁
港
の
環
境

美
化
等
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ

県
は
、
宗
像
市
が
実
施
す
る
放
流

場
所
の
舗
装
な
ど
の
支
援
に
加
え
、
地

元
と
連
携
し
、
ご
み
除
去
や
草
刈
り
な

ど
を
実
施
す
る
。
会
場
に
は
県
産
木
材

の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
県
産
の
花
の
苗
を
植

え
て
配
置
す
る
ほ
か
、
本
県
自
慢
の
農

林
水
産
物
や「『
神
宿
る
島
』宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
」
な
ど
を
紹
介
す
る

組
む
の
か
。
警
察
本
部
長
の
決
意
を
聞

く
。

Ａ

県
警
察
と
し
て
今
後
と
も
柳
川
市

を
は
じ
め
県
内
各
地
で
根
付
い
て
き
た

自
主
防
犯
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
県
内
約
１８
万
人
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
中
心
に
県
民
と
手
を
携
え
て
安
全

な
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
地
域
の
皆
さ
ま
に
よ
り
安
全
と
安

心
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域

の
犯
罪
情
勢
に
即
し
た
効
果
的
な
犯
罪

の
抑
止
対
策
と
徹
底
し
た
検
挙
活
動
を

強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

堀
議
員

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け

る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
開
発
許

可
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
。

Ａ

コ
ン
ビ
ニ
の
開
発
許
可
は
市
町
村
そ

れ
ぞ
れ
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

の
整
合
に
つい
て
報
告
を
受
け
、
個
別
審

査
し
て
い
る
。
市
街
化
調
整
区
域
で
も

市
町
村
が
地
域
づ
く
り
で
必
要
と
考
え

る
場
合
は
、
そ
の
意
向
を
反
映
で
き
る
。

今
後
と
も
運
用
が
硬
直
的
な
も
の
と
な

ら
な
い
よ
う
、
地
域
の
実
情
を
熟
知
し

た
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
開
発
許
可

制
度
を
適
正
に
運
用
し
て
い
く
。

パ
ネ
ル
も
展
示
。
周
辺
の
環
境
美
化
に

も
努
め
、
大
会
の
準
備
に
万
全
を
期
す
。

川
端
議
員

新
学
習
指
導
要
領
に
対

応
し
た
教
育
現
場
の
強
化
に
つ
い
て
教

育
長
の
決
意
を
聞
く
。

Ａ

小
中
学
校
全
て
の
教
員
に
新
学
習

指
導
要
領
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

を
実
現
す
る
授
業
改
善
研
修
等
を
継
続

し
、
実
践
的
指
導
力
の
向
上
を
推
進
し

て
い
く
。
学
校
に
は
保
護
者
や
地
域
への

説
明
、
協
力
要
請
を
働
き
掛
け
る
。
確

か
な
学
力
の
育
成
に
引
き
続
き
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
、
市
町
村
教
育
委
員
会

等
と
一
層
の
連
携
を
図
り
、
小
中
学
校

の
実
態
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援

吉
武
議
員

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
産
業
振
興
の
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
。

Ａ

本
県
の
強
み
や
特
徴
を
活
か
せ
る

「
医
療
福
祉
」「
農
業
・
食
品
」「
エ
ネ
ル
ギ

ー
」分
野
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

例
え
ば
、
セ
ン
サ
ー
で
収
集
し
た
デ
ー

タ
を
人
口
知
能
で
解
析
し
、
あ
ま
お
う

な
ど
の
農
産
物
の
最
適
栽
培
を
支
援
す

る
シ
ス
テ
ム
や
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
稼
働

状
況
や
故
障
個
所
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
収
集
・
確
認
し
、
保
守
管

理
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど

に
取
り
組
む
。

椛
島
議
員

県
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
に
向
け
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り

を
進
め
て
い
く
。

十
中
議
員

稲
作
経
営
の
安
定
を
図

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ

高
齢
化
を
踏
ま
え
て
安
定
し
た
担

い
手
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
麦
や

大
豆
の
生
産
拡
大
に
よ
り
水
田
を
有
効

活
用
し
、
所
得
を
確
保
す
る
取
り
組
み

が
必
要
。
県
は
農
地
を
集
約
す
る
農
地

中
間
管
理
事
業
を
推
進
し
、
永
続
性
の

あ
る
担
い
手
が
中
心
と
な
る
生
産
構
造

に
誘
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
麦
や
大
豆

の
作
付
け
拡
大
を
進
め
る
た
め
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
県
産
米
の
消
費
拡
大

も
必
要
で
、「
夢
つ
く
し
」
や
新
品
種

「
実
り
つ
く
し
」
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
。

緑友会緑友会緑友会

堀 大助議員

椛島德博議員

吉武邦彦議員

自民党
県議団
自民党
県議団
自民党
県議団

津田公治議員

板橋 聡議員

片岡誠二議員香原勝司議員川端耕一議員

十中大雅議員 桐明和久議員

塩川秀敏議員大田 満議員

岳 康宏議員阿部弘樹議員伊豆美沙子議員



ふくおか県議会だより第22号（5） 2017年（平成29年）５月発行

代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。（注）２月定例会の会議録については、６月上旬に掲載される予定です。 http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp

一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

田
辺
議
員
「
神
宿
る
島
」宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
の
世
界
遺
産
登
録
を

契
機
に
、
持
続
的
な
地
域
振
興
を
図
る

た
め
、
県
や
市
町
村
が
広
域
的
に
連
携

し
、
様
々
な
観
光
資
源
を
つ
な
い
で
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
取
り
組
み

を
聞
く
。

Ａ

各
地
の
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
磨
き
上
げ
、
古
代
の
旅
を
テ
ー
マ
に

一
体
的
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
重
要
。
世
界

遺
産
の
周
辺
で
は
地
元
と
連
携
し
、
宮

地
嶽
神
社
、船
原
古
墳
、津
屋
崎
千
軒
な

ど
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
観
光
ル
ー
ト

や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
、
Ｐ
Ｒ
し
、

誘
客
、
周
遊
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

畑
中
議
員

平
成
２９
年
度
に
完
成
を

目
指
し
て
い
る
み
や
こ
町
の
伊
良
原
ダ

ム
の
ダ
ム
湖
の
活
用
方
法
と
し
て
、
カ

ヌ
ー
や
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
等
へ
の
湖
面

の
使
用
は
可
能
か
。

Ａ

ダ
ム
湖
面
を
水
上
ス
ポ
ー
ツ
の
場

に
利
用
す
る
こ
と
は
地
域
振
興
の
面
で

も
有
効
な
方
策
の
一
つ
だ
。
一
方
で
、

ダ
ム
設
備
の
管
理
や
運
用
に
支
障
を
来

さ
な
い
こ
と
、
油
漏
れ
等
で
水
質
に
悪

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
、
水
難
事
故

の
防
止
と
い
っ
た
安
全
対
策
に
も
留
意

が
必
要
で
あ
る
。
み
や
こ
町
か
ら
具
体

的
な
提
案
が
あ
れ
ば
、
他
県
の
事
例
も

参
考
に
検
討
す
る
。

大
橋
議
員

大
牟
田
市
で
は
平
成
２７

年
に
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
関
連
で
１
０
１

件
の
緊
急
出
動
が
あ
り
、
１９
人
が
死
亡

し
た
。
県
内
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
関
連

の
入
浴
中
急
死
の
推
計
数
と
傾
向
、
知

事
の
認
識
を
伺
う
。

Ａ

２７
年
に
浴
室
で
発
生
し
た
ヒ
ー
ト

シ
ョッ
ク
と
推
定
さ
れ
る
緊
急
出
動
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
４
２
２
人
。
う
ち
６５

歳
以
上
の
方
は
３
５
３
人
、
冬
場
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
２
０
０
人
だ
っ
た
。

ヒ
ー
ト
シ
ョッ
ク
が
入
浴
時
や
冬
場
に
起

こ
り
や
す
い
こ
と
な
ど
を
特
に
高
齢
者

に
対
し
注
意
喚
起
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

今
井
議
員

県
の
健
康
づ
く
り
施
策

の
基
本
と
な
る
「
福
岡
県
健
康
増
進
計

画
」を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
を
問
う
。

Ａ

平
成
２５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
福

岡
県
健
康
増
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
健

康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
、
働
く
世
代
の

健
康
づ
く
り
、
健
診
実
施
率
の
向
上
、

糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予

防
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
計

画
期
間
は
２５
年
度
か
ら

２５

３４
年
度
ま
で
だ

が
、
そ
の
中
間
年
度
で
あ
る
２９
年
度
に

見
直
し
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ

の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
の
特
色

あ
る
取
り
組
み
も
踏
ま
え
て
い
く
。

原
中
議
員

人
口
や
世
帯
数
が
減
少

し
て
い
く
中
、
新
た
な
土
地
に
住
宅
が

建
設
さ
れ
る
一
方
、
都
市
部
で
は
駅
前

や
中
心
市
街
地
、
高
度
経
済
成
長
期
に

造
ら
れ
た
住
宅
地
な
ど
で
空
き
家
も
埋

ま
ら
な
い「
ま
ち
の
低
密
度
化
」が
進
ん

で
い
る
現
状
に
つ
い
て
知
事
の
認
識
を

伺
う
。

Ａ

本
県
で
も
今
後
、
人
口
・
世
帯
数

と
も
に
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
増
加

す
る
空
き
家
の
適
正
管
理
、
既
存
住
宅

の
利
活
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
街

な
か
の
居
住
人
口
の
減
少
な
ど
を
抑
制

し
、
地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

佐
々
木
議
員

国
や
自
治
体
等
が
保

有
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
誰
も
が
編
集
し

や
す
い
状
況
で
公
開
す
る
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

Ａ

専
門
人
材
が
十
分
で
は
な
い
市
町

村
も
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
り
組
み
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
公
開
サ
イ
ト
の
構

築
・
運
用
、デ
ー
タ
の
一
括
移
行
な
ど
に

利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
平
成
２８
年
度

に
開
発
し
た
。
今
後
、
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
市
町
村
説
明
会
を
開
き
、
市
町
村

の
求
め
に
応
じ
て
県
の
職
員
が
現
地
に

赴
き
、
技
術
的
助
言
な
ど
き
め
細
か
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

渡
辺
議
員

返
礼
品
の
過
当
競
争
が

行
わ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ

い
て
、
全
国
知
事
会
で
議
論
す
べ
き
時

期
に
き
て
い
る
と
考
え
る
。

Ａ

全
国
知
事
会
と
し
て
、
金
銭
類
似

性
の
高
い
も
の
、
資
産
性
の
高
い
も
の
を

送
付
す
る
行
為
は
行
わ
な
い
よ
う
に
す

る
な
ど
、
節
度
あ
る
運
用
と
す
べ
き
旨
、

主
張
し
て
き
て
い
る
。
国
も
今
年
の
春

ぐ
ら
い
を
め
ど
に
、
有
識
者
や
地
方
団

体
の
意
見
や
実
情
を
踏
ま
え
て
返
礼
品

の
送
付
に
係
る
課
題
を
洗
い
出
し
、
改

善
策
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

動
き
を
注
視
し
た
い
。

仁
戸
田
議
員

３０
代
半
ば
か
ら

３０

４０
代

半
ば
の
就
職
氷
河
期
世
代
の
安
定
的
な

就
職
に
向
け
た
支
援
は
。

Ａ

３０
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
セ
ン
タ
ー
と

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
求
職
者

に
個
別
相
談
等
を
行
い
、
正
規
雇
用
の

求
人
が
多
い
分
野
の
研
修
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
３０
代
の
採
用
に
理
解
の

あ
る
企
業
に
よ
る
合
同
説
明
会
を
実
施

し
て
お
り
、
平
成
２７
年
度
に
は
１
，５
０

０
人
を
超
え
る
就
職
氷
河
期
の
人
の
就

職
が
決
ま
り
、
う
ち
６
割
が
正
規
雇
用

で
あ
る
。さ
ら
に
、２７
年
度
に
正
規
雇
用

促
進
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。

原
田
議
員

熊
本
地
震
被
災
者
へ
の

住
ま
い
の
提
供
状
況
は
。

西
尾
議
員

文
化
芸
術
振
興
に
対
す

る
知
事
の
認
識
と
本
県
の
文
化
芸
術
振

興
施
策
に
つ
い
て
。

Ａ

県
民
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
文
化
芸

術
に
親
し
め
、
自
ら
た
し
な
む
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
二
つ
の
面
で
環
境
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
や
伝
統
工
芸

展
を
、
大
濠
公
園
の
能
楽
堂
で
は
本
格

的
な
能
舞
台
や
能
楽
講
座
等
を
、
九
州

芸
文
館
で
は
水
彩
画
、
ク
ラ
フ
ト
と
いっ

た
各
種
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
を
実

施
し
て
い
る
。
多
く
の
人
に
鑑
賞
の
機

会
と
発
表
の
場
を
提
供
す
る
県
民
文
化

祭
も
あ
る
。

新
開
議
員

太
陽
光
発
電
設
備
の
維

持
管
理
か
ら
発
電
パ
ネ
ル
検
査
、
リ
サ

イ
ク
ル
ま
で
総
合
的
に
実
施
す
る
に

は
、
国
と
県
庁
各
部
が
一
体
で
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

Ａ

太
陽
光
発
電
設
備
が
長
期
に
わ
た

り
安
定
的
に
発
電
を
継
続
す
る
に
は
、

事
業
者
が
設
備
設
置
か
ら
維
持
管
理
、

リ
サ
イ
ク
ル
、
廃
棄
ま
で
を
計
画
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
。
国
は
こ
の
た
め
の

事
業
計
画
策
定
を
事
業
者
に
義
務
付
け

た
。
県
と
し
て
必
要
な
取
り
組
み
は
、

昨
年
９
月
に
設
置
し
た
全
庁
に
ま
た
が

る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
本
部
」
を
活

用
し
、
総
合
的
に
推
進
す
る
。

壹
岐
議
員

行
政
評
価
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
財
源
や
成
果
を
県
民
に
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
行
政
評
価

の
手
法
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

Ａ

行
政
評
価
は
施
策
と
し
て
重
点
的

に
展
開
す
る
事
業
に
つい
て
、
そ
の
目
標

や
有
効
性
・
効
率
性
を
改
め
て
評
価
し
、

県
民
の
行
政
に
対
す
る
信
頼
性
の
向
上

な
ど
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
。
行
政
評

価
書
で
は
継
続
す
る
事
業
に
つい
て
、
そ

の
有
効
性
、
実
効
性
を
踏
ま
え
、
重
点

事
業
と
し
て
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
評
価
書

と
な
る
よ
う
工
夫
改
善
し
た
い
。

大
塚
議
員

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代（
１５
～
１５

３９
歳

の
思
春
期
・
若
年
成
人
の
世
代
）の
が
ん

患
者
へ
の
本
県
の
支
援
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ

現
在
、
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
長
期
療
養
、
就
学
、
就
労
に

つ
い
て
は
学
校
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と

連
携
し
た
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

結
婚
、
出
産
に
つ
い
て
は
十
分
な
相
談

体
制
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
専
門
家
や
が

ん
患
者
の
家
族
の
代
表
者
な
ど
で
構
成

す
る「
福
岡
県
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
」

で
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
に
対
す
る
支
援
の
あ

り
方
に
つい
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

松
下
議
員

ラ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ィ
ル
ム

等
を
用
い
て
、
公
用
車
を
広
告
媒
体
と

し
て
有
効
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ

県
内
を
広
く
、
く
ま
な
く
走
る
公

用
車
は
魅
力
的
な
広
告
媒
体
と
な
り
得

る
。
こ
れ
ま
で
交
通
安
全
県
民
運
動
、

北
方
領
土
返
還
運
動
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
関
わ
る
「
ふ
く
お
か
Ｆ
Ｃ
Ｖ
ク
ラ

ブ
」な
ど
、
公
用
車
を
活
用
し
た
県
政
の

Ｐ
Ｒ
を
実
施
。「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大
会
」「『
神
宿
る

島
』宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」等

の
Ｐ
Ｒ
に
公
用
車
を
活
用
す
る
た
め
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

二
宮
議
員

本
県
と
中
国
江
蘇
省
と

の
友
好
提
携
は
今
年
２５
周
年
を
迎
え

る
。
今
後
、
障
が
い
者
の
医
療
・
保
健
・

福
祉
分
野
で
の
国
際
交
流
を
新
た
な
分

野
と
し
て
位
置
付
け
、
一
層
の
交
流
を

促
進
す
べ
き
と
思
う
が
、
知
事
の
考
え

を
問
う
。

Ａ

本
県
は
こ
れ
ま
で
江
蘇
省
と
の
友

好
提
携
に
基
づ
き
、
環
境
、
青
少
年
、

文
化
・
学
術
と
いっ
た
分
野
で
交
流
を
積

み
重
ね
て
き
た
。
医
療
・
保
健
・
福
祉
の

分
野
は
、
先
方
か
ら
関
心
を
示
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
。
ま
ず
は
江
蘇
省
に
対
し
、

関
心
の
有
無
や
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
を
確

認
し
た
い
。

民進党･県政
県議団
民進党･県政
県議団
民進党･県政
県議団

大橋克己議員

今井保利議員

原田博史議員

畑中茂広議員佐々木允議員

渡辺美穂議員

仁戸田元氣議員

田辺一城議員原中誠志議員

Ａ

本
県
で
は
地
震
発
生
直
後
の
４
月

１６
日
か
ら
県
営
住
宅
の
一
時
使
用
等
の

相
談
を
受
け
付
け
、
１８
日
に
県
庁
内
に

被
災
者
住
宅
支
援
窓
口
を
設
置
、
県
営

住
宅
の
提
供
を
始
め
た
。
公
営
住
宅
や

民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
る
「
み
な

し
仮
設
住
宅
」
も
熊
本
県
か
ら
の
要
請

後
、
直
ち
に
提
供
を
始
め
た
。
こ
れ
ま

で
の
累
計
で
本
県
内
の
入
居
者
数
は
公

的
住
宅
と
み
な
し
仮
設
住
宅
を
合
わ
せ

て
３
９
８
世
帯
、
８
９
２
人
。
２
月
末

現
在
で
１
６
３
世
帯
、
３
２
３
人
が
入

居
し
て
い
る
。

公明党公明党公明党

壹岐和郎議員

新開昌彦議員

松下正治議員

二宮眞盛議員

西尾耕治議員

大塚勝利議員
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平
成
２９
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一

般
会
計
で
１
兆
７
，２
０
９
億
２
，０

０
０
万
円
余
、特
別
会
計
の
総
額
で
、

５
，８
４
０
億
８
，５
０
０
万
円
余
、

企
業
会
計
の
総
額
で
、
１
１
１
億

３
，０
０
０
万
円
余
の
規
模
と
な
っ
て

お
り
、
一
般
会
計
の
前
年
度
当
初
予

算
比
で
、
４
・
５
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
小
中
学
校
等
教
職
員
の
給

与
負
担
の
政
令
市
へ
の
移
譲
に
よ
る

影
響
額
を
除
い
た
政
策
経
費
の
規
模

は
、
１
・
３
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
県
政
の

重
点
課
題
を
中
心
に
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

審
査
の
過
程
に
お
い
て
議
論
さ
れ

た
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

ふ
る
さ
と
納
税
は
都
市
部
の
税
収

を
地
方
に
移
し
て
財
政
難
に
苦
し
む

地
方
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
い

う
の
が
狙
い
で
あ
っ
た
も
の
の
、
返
礼

品
を
め
ぐ
り
自
治
体
間
で
過
熱
す
る

な
ど
、
本
来
の
制
度
か
ら
逸
脱
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
質
さ
れ
、
知
事
か

ら
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い

う
寄
附
者
の
尊
い
気
持
ち
を
税
制
面

か
ら
支
援
す
る
た
め
の
制
度
。
返
礼

品
で
競
い
合
う
状
況
に
つ
い
て
は
全
国

知
事
会
と
し
て
節
度
あ
る
運
用
と
す

べ
き
と
主
張
し
て
お
り
、
国
も
改
善

策
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
動
き
を
注
視
し
た
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
】

維
持
管
理
、
修
繕
、
更
新
等
を
推

進
し
、
安
全
・
安
心
の
確
保
、
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設

の
最
適
配
置
や
民
間
活
力
等
の
活
用

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
推
進
本
部
の
も
と
情
報
の

共
有
化
等
を
行
い
事
業
に
取
り
組
む

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
危
機
管
理
】

博
多
駅
前
道
路
陥
没
事
故
の
後
、

知
事
は
、「
今
後
、
福
岡
市
と
も
よ
く

相
談
を
す
る
」
と
発
言
を
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
三
カ
月
間
、
何
も
さ
れ
て

い
な
い
。
福
岡
市
な
ど
と
の
連
携
に
つ

い
て
質
さ
れ
、
知
事
か
ら
、
福
岡
市
、

北
九
州
市
、
関
係
の
市
町
村
関
係
部

署
同
士
の
連
携
、
首
長
同
士
の
連
携

が
よ
り
深
ま
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
検

討
、
実
証
し
、
し
っ
か
り
対
応
す
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
基

準
で
決
め
て
い
る
避
難
行
動
要
支
援

者
の
名
簿
は
、
介
護
を
必
要
と
さ
れ

る
方
が
外
れ
る
な
ど
、
国
が
明
示
し

た
こ
と
に
当
て
は
ま
ら
な
い
市
町
村

が
あ
る
。
名
簿
の
早
期
整
備
、
更
新

状
況
の
把
握
は
県
の
責
務
で
は
な
い

か
と
質
さ
れ
、
知
事
か
ら
は
、
昨
年

文
書
で
要
請
を
行
い
、
現
在
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
市
町

村
防
災
担
当
課
長
会
議
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
要
請
を
行
う
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

本
県
独
自
の
地
震
地
域
係
数
に
つ

い
て
は
、
必
要
な
情
報
を
市
町
村
と

共
有
し
、
併
せ
て
建
設
業
団
体
等
に

働
き
か
け
を
行
い
、
問
題
意
識
を
持

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

の
、
知
事
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、
積
極
的

な
施
策
の
推
進
の
た
め
、
本
県
も
取

り
崩
し
型
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
か
か

る
基
金
の
創
設
を
し
て
は
ど
う
か
と

質
さ
れ
、
現
在
の
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
の
取
り
扱
い
、
ま
た
事
業

の
範
囲
、
運
用
方
法
、
財
源
確
保
な

ど
、
様
々
な
課
題
を
整
理
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
基
金
を

管
理
す
る
公
益
財
団
法
人
、
教
育
委

員
会
、
財
政
当
局
な
ど
と
十
分
に
意

見
交
換
、
協
議
を
行
っ
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
少
子
化
対
策
】

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
出
会
い

結
婚
応
援
事
業
を
含
め
、
前
任
の
部

長
、
課
長
が
前
向
き
な
答
弁
を
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
は
減

り
、
交
付
金
獲
得
の
努
力
も
足
り
な

い
。
さ
ら
に
は
縦
割
り
行
政
で
関
係

各
課
の
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と

を
質
さ
れ
、
知
事
か
ら
は
、
思
う
よ

う
に
進
展
し
て
い
な
い
所
が
あ
り
遺

憾
に
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
遅
れ

を
取
り
戻
す
た
め
、
全
庁
挙
げ
て
連

携
を
と
り
な
が
ら
「
知
恵
を
出
す
」

「
汗
を
か
く
」
を
基
本
に
今
後
の
対
応

を
急
い
で
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

【
観
光
振
興
】

観
光
振
興
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て

消
費
は
拡
大
し
、
雇
用
を
生
み
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
観
光
振

興
に
よ
る
地
方
創
生
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
の
か
と
質
さ
れ
、
地
方
創
生

実
現
の
た
め
に
は
、
地
域
に
安
定
し

た
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
市
町
村
や
観
光
協

会
を
は
じ
め
、
地
域
の
関
係
者
と
一

体
と
な
り
取
り
組
み
、
地
域
の
新
た

な
市
場
、
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
協
会
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
※
）

化
に
つ
い
て
、
知
事
は
県
の
観
光
連
盟

と
一
体
と
な
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
、

支
援
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

訪
日
外
国
人
に
対
し
て
、
福
岡
県

の
文
化
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
、

文
化
芸
術
魅
力
発
信
事
業
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ま
で
の
執
行
部
の
説
明
と

知
事
の
答
弁
に
整
合
性
を
欠
く
点
が

あ
り
、
委
員
会
の
審
査
が
紛
糾
、
中

断
し
、
日
程
が
延
び
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
知
事
か
ら
謝
罪

と
改
め
て
事
業
説
明
が
な
さ
れ
、
事

業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
に
も

報
告
を
行
い
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
、

こ
の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

※
観
光
地
域
づ
く
り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を

担
う
法
人
。

【
農
業
問
題
】

鳥
獣
被
害
に
よ
る
農
業
被
害
額
は

減
少
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
農
業
被
害
だ
け
で
な
く
人
の
安

全
面
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
と
質
さ
れ
、
農
業
被
害
は
も

と
よ
り
、
生
活
被
害
の
低
減
の
た
め

に
捕
獲
し
て
減
ら
し
て
い
く
対
策
に

取
り
組
む
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

【
教
育
問
題
】

中
学
校
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
、
現
場
の
意
見
を
十
分
反
映

し
な
が
ら
計
画
を
作
り
、
教
育
事
務

所
を
十
二
分
に
活
性
化
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
質
さ
れ
、
教

育
長
か
ら
は
、
課
題
状
況
を
踏
ま
え

県
教
育
委
員
会
と
し
て
、
来
年
度
か

ら
県
独
自
の
学
力
調
査
に
お
い
て
中

学
校
入
学
時
の
学
力
実
態
を
把
握

し
、
入
学
時
か
ら
卒
業
ま
で
の
学
力

の
習
得
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
指
導

を
積
み
残
さ
な
い
よ
う
に
、
一
人
ひ

と
り
の
力
を
伸
ば
し
て
い
く
と
い
う

方
針
の
も
と
に
、
中
学
校
の
学
力
向

上
施
策
の
改
善
を
徹
底
し
て
図
っ
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
文
化
財
保
護
、
高
校
生
向
け
の

進
学
・
就
職
支
援
策
等
、
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
他
に
も
、
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
５
歳
児
健
診
、
福
岡
県
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
、
県
産
材

の
供
給
力
強
化
、
北
部
九
州
の
自
動

車
産
業
振
興
、
創
業
支
援
、
県
住
宅

供
給
公
社
の
空
き
家
対
策
、
性
犯
罪

の
撲
滅
、
高
齢
運
転
者
の
事
故
抑
止

対
策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
質
疑
、

要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

日程：3月10日、15日～17日、21日、22日、24日、27日予算特別委員会から

予算特別委員会委員
◎井上 忠敏 ○川﨑 俊丸
中村 明彦 松尾 統章 江藤 秀之
井上 順吾 秋田 章二 塩川 秀敏
大島 道人 平井 一三 野原 隆士
中牟田伸二 板橋 聡 西元 健
岳 康宏 浦 伊三夫 渡辺 勝将
原中 誠志 堤 かなめ 大橋 克己
田辺 一城 今井 保利 渡辺 美穂
佐々木 允 田中 正勝 壹岐 和郎
大塚 勝利 松下 正治 堀 大助
小河 誠嗣 高瀬菜穂子
（◎…委員長、○…副委員長）

「
福
岡
県
障
が
い
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

平
成
２９
年
２
月
定
例
会
に
、
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

を
推
進
し
、
何
人
も
障
が
い
の
有

無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
事
項
を
定
め
た
「
福
岡
県
障
が

い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
上
程
さ

れ
、
３
月
２８
日
に
可
決
・
成
立
し
、

平
成
２９
年
２９

１０
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
す
。（
県
民
へ
の
啓
発
等
の
規
定

は
平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら
）

こ
れ
は
、
平
成
２８
年
６
月
定
例

会
の
代
表
質
問（
自
民
党
県
議
団
・

松
尾
嘉
三
議
員
）で
、
障
が
い
者
差

別
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
県
が
解
決

に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
速
や
か
に
障
が
い
者
差
別
解
消

推
進
の
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
あ

る
と
提
案
さ
れ
、
知
事
の「
国
と
地

方
公
共
団
体
は
、
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
、
障
が
い
を
理
由

と
す
る
差
別
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
る
体
制
整
備
を
図
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
既
に
条
例
を

制
定
し
て
い
る
例
を
見
て
も
、
差

別
発
生
の
抑
止
と
効
果
的
な
差
別

事
案
の
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
県
と
し
て
も
、
法
の

求
め
る
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
に
実
効
性
を
持
た
せ
て
い
く

た
め
に
、
条
例
を
制
定
す
る
考
え

で
あ
る
」と
の
答
弁
に
よ
り
、
同
条

例
の
制
定
が
実
現
し
た
も
の
で

す
。
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トピックス

２月２２日、リオデジャネイロ
大会出場選手の努力・功績を称
えるとともに、次回の東京大会
に向け、福岡県から一人でも多
くの選手が出場できるよう県民
が一体となって応援する流れを
つくっていこうという趣旨のも
と、「２０２０へここ福岡から～東
京２０２０大会キックオフイベント
～」が福岡国際会議場において
開催されました。
来賓として招かれた中尾正幸議長は、「私たちに、大きな感動と勇気を

与えていただきました選手の皆さまに、改めて、敬意を表するとともに、
このように多くの県民の皆さまと一緒に、その栄誉を称えることができ
ますことを、心より嬉しく思っております」と祝辞を述べ、メダリスト
の２人の、その健闘と功績を称え、「福岡県議会議長特別感謝状」の贈呈
を行いました。
また、惜しくもメダルに手の届かなかった選手には、競技への取組姿
勢は広く県民に感動を与えるとともに、スポーツを志す青少年に未来へ
の可能性を示してくれたことから、福岡県スポーツ議員連盟から「感謝
状」が贈呈されました。

東京オリンピック・パラリンピック キックオフイベント

３月２日、ヴァレンズエラ市のレックスロン・ガッチャリアン市長が
市議会議員の皆さんとともに県議会を訪問され、福岡県国際交流推進議
員連盟会長の中尾正幸議長をはじめ、同連盟の原口剣生相談役など多く
の議員が訪問を歓迎しました。
中尾議長は、皆さんの訪問を歓迎するとともに「これを機に本県との
交流がさらに進むことを期待しております」と挨拶しました。
ガッチャリアン市長は、「福岡訪問では、日本の効率性、生産性につい
て学びたいと思います。今回をスタートとして深い関係を築いていきた
い」と挨拶されました。懇談では、福岡で行われている水処理の技術や
ロボット産業のことが話題となり、環境や産業、医療、福祉などの交流
のあり方に関して意見交換が行われました。

フィリピン共和国ヴァレンズエラ市長の県議会訪問

２月１９日から２３日までの５日間の日程で、佐々木徹副議長や各会派の
代表者、福岡県タイ友好議員連盟の議員が、小川洋知事等とともにタイ
王国バンコク都を訪問しました。
今回の訪問では、タイ王国の外務大臣を訪問し、福岡県内へのタイ総
領事館開設を要望するとともに、バンコク都議会を表敬訪問し、今年で
友好提携１０周年を迎えることとなる本県議会とバンコク都議会との交流
をより一層推進することが確認されました。
そのほか、タイ王国の観光・スポーツ大臣に対する２０２０年東京オリン

ピック・パラリンピックのキャンプ地誘致活動や、タイ国福岡県人会及
びタイ福岡ＯＢ会との意見交換を行うなど、タイとの友好交流の促進に
向けた、有意義な訪問となりました。

タイ王国バンコク都訪問

２月１０日、九州観光振興
議員連盟設立総会および九
州観光振興大会が大分県で
開催され、本県議会から福
岡県観光産業振興議員連盟
の田中久也会長をはじめ１０
人の議員が出席しました。
九州観光振興議員連盟
は、九州各県議会の関係議

員が、県境の枠にとらわれることなく緊密に連携し、九州全体の広域的
な観光振興の推進に寄与することを目的に設立されたもので、設立総会
では、設置要領や役員選出、平成２８年度事業計画などについて協議を行
い、原案のとおり決定されました。
また、九州観光振興大会では、九州はひとつの理念のもと、九州が一
体となった観光産業の振興に寄与することを目的に開催され、「観光先
進国に向けて」と題して、佐々木良九州運輸局長による講演や九州観光
推進機構の取り組みについて事業説明などが行われました。

九州観光振興議員連盟設立総会・九州観光振興大会

２月１７日、アビスパ福岡の
川森敬史代表取締役社長、井
原正巳監督、三門雄大選手、
駒野友一選手が県議会を訪問
され、中尾正幸議長、福岡県
議会アビスパ福岡を応援する
会の藏内勇夫顧問、長裕海会
長、樋口明副会長、井上順吾
事務局長、板橋聡議員がお迎
えしました。
中尾議長は、「昨年は悔しい思いをしましたが、今年はやり返していた
だけると思っています。県議会を挙げて応援しております」と挨拶しま
した。
井原監督は、「厳しいＪ２のリーグ戦ということは承知の上で、もう一
度チームを引き締めなおして、なんとか１年でＪ１に復帰できるよう
に、最後の最後まで自分たちを信じて頑張っていきたい」と決意を述べ
られました。

アビスパ福岡 県議会訪問

２月１１日から１３日までの３日間の日程で、中尾正幸議長は小川洋知事
や各会派の代表者、福岡県台湾友好議員連盟の議員等とともに、台湾を
訪問しました。
台北市では、百貨店で開催された九州・山口連携農産物フェアにおい
て、台湾の皆さんに福岡県産の「あまおう」や大分県産の梨などの農産
物をアピールするとともに、今後のさらなる販路拡大を目指し、台湾の
バイヤーと意見交換を行いました。
また、嘉義（かぎ）市では、東京と九州の国立博物館から国宝重要文
化財等を貸し出し、國立故宮博物院南院で開催されている「日本美術の
粋 東京・九州国立博物館精品展」を視察するとともに、今後の文化交
流について意見交換を行いました。
そのほか、台湾総統府表敬訪問、台湾福岡県人会及び民間企業団と意
見交換を行うなど、台湾との友好交流の促進に向けた、有意義な訪問と
なりました。

台湾訪問
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トピックス

※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地
区の県民情報コーナー、県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓
口、県内ローソン各店舗などにも置いています。

※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行していま
す。ご希望の方は、県議会事務局調査課へご連絡ください。

■ 議会の庶務、経理 ■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学 など
TEL 092-643-3823
FAX 092-643-3825
E-mail gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課

■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情 ■ 会議録作成 など
TEL 092-643-3827
FAX 092-643-3825
E-mail ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 議案、行政施策、法令等の調査
■ 議会の広報 ■ 議長会議 など
TEL 092-643-3832
FAX 092-643-3825
E-mail gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課

■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援 など
TEL 092-643-3806
FAX 092-643-3825
E-mail gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

※次号（第23号）の発行は、８月中旬を予定しています。

議会事務局の組織と問い合わせ先

●６月７日（水）開 会

●６月13日（火）代表質問

●６月14日（水）代表質問

●６月15日（木）一般質問

●６月16日（金）一般質問

６月定例会のスケジュール（予定）
●６月19日（月）一般質問

●６月20日（火）常任委員会

●６月21日（水）常任委員会

●６月23日（金）閉 会

６/７（水）から
６月定例会が
始まります！
日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

３月１３日、モンゴル国教育・文化・科学・スポーツ省 体育・スポーツ
庁のオドンバヤル副長官、同省のチンバト企画政策部長、モンゴルオリ
ンピック委員会のゾルバートル委員の３名が県議会を訪問されました。
中尾正幸議長は、「２０２０年のオリンピック・パラリンピックに向け、大

変前向きな話ができ、心より感謝しています。これからも交流をつなぎ
ながら、福岡県とモンゴル国、お互いの発展につながることを期待しま
す」と挨拶しました。
モンゴル国は、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック大会に向け、

福岡県内での事前キャンプを検討されており、オドンバヤル副長官は、
「スポーツを通じて、平和、友情などいろいろなことができると思いま
す。オリンピックだけではなく、その先も見て、親しい付き合いに発展
していけたらと思います」と挨拶されました。

モンゴル国の皆さんが県議会を訪問されました

３月２日、本県議会の議員
をはじめ、九州各県議会の議
員、九州の財界人等を会員と
する「九州の自立を考える
会」（会長：藏内勇夫議員）
の第１２回広域行政セミナーが
福岡市内で開催されました。
今回のセミナーでは、中村
学園大学 中村学園大学短期
大学部の学長であり、九州大
学名誉教授である甲斐諭氏か
ら「食料供給基地九州の課題」と題する講演が行われました。
講師からは、九州の農業の現状、野菜生産と外国人技能実習制度の課
題の説明や、スイスの美しい景観を守っている酪農は補助金で支えられ
ていることの紹介があり、また、「農産物輸出の伸びが鈍化する中、和牛
は伸びている。九州は全国の約３６％の肉用牛と約５０％の子牛を供給して
おり、和牛の輸出を伸ばさなければ、九州の地方創生はない」、「九州の
農産物の輸出拡大には、各県が一体となって九州一円の農産物の安全性
を確保し、輸出拡大に向けた行動をとることが必要。そうした中で、今
回、福岡農産物通商が、九州一円の農産物を取り扱う九州農産物通商に
なったことは大変良いこと」等の話がありました。

「九州の自立を考える会」広域行政セミナー

平成２９年４月６日、全日本選抜柔道体重別選手権大会女子７８kg超級で優勝された久留米市立南筑
高等学校柔道部の素根輝選手（写真左）が県議会を訪問され、中尾正幸議長と南筑高校柔道部ＯＢ
会会長の原口剣生自民党県議団会長がお迎えしました。
素根選手は、準決勝でリオオリンピックの銅メダリスト山部佳苗選手を破って優勝され、２１年ぶ

りの高校生王者となりました。
中尾正幸議長は、「全日本選手権での優勝、本当におめでとうございます。３年後の東京オリン
ピックに向けて、これからもがんばってください。期待しています」とお祝いを述べました。素根
選手は、「優勝できたのは、応援してくださった皆さんのおかげ
だと思います。東京オリンピックに向けて精一杯努力していき
ますので、応援よろしくお願いします」と述べられました。

また、同日、第８回冬季アジア大会札幌大会のフリースタイルスキー女子モーグルで優勝された村田愛里咲選手
（北九州市若松区出身／写真右）が県議会を訪問され、中尾正幸議長と佐々木徹副議長がお迎えしました。
村田選手は、平成２１年にワールドカップにおいてルーキーオブザイヤーを受賞され、冬季オリンピック競技大会に
２回連続で出場されるなど、フリースタイルスキーモーグル競技において長年にわたり卓越した成績を残されてい
ます。２月のアジア大会札幌大会では、モーグルで金メダル、デュアルモーグルで銀メダルを獲得されました。
村田選手は、「平昌オリンピックに向けて、一つずつ目標を達成し、がんばっていきたい」と抱負を述べられました。

南筑高等学校柔道部 素根輝選手、モーグル競技 村田愛里咲選手が優勝報告のため県議会を訪問

４月２４日、九州・沖縄未来
創造会議プロジェクトチーム
の会議が長崎県庁で開催さ
れ、本県議会から松尾統章議
員、守谷正人議員、大塚勝利
議員、吉武邦彦議員が参加し
ました。
この会議は、九州各県議会
議長会から諮問された「九州・
沖縄が一体となった海外戦略」の検討・協議を行っており、今回は、九州・
沖縄が一体となって取り組む２０１９年・２０２０年に向けた観光戦略や農水産
物の輸出戦略等に関するこれまでの議論をとりまとめた提言（案）が議
題とされました。
本県の議員から、提言事項のうち「九州各県による海外事務所の共同
設置」に関し、各県の海外戦略を踏まえた海外事務所の役割の明確化と
各県の負担の公平化が必要との意見や既に複数県が設置している事務所
の統合も必要との意見が出されるなど活発な議論が交わされました。提
言案は次回継続協議となりました。

九州・沖縄未来創造会議PT会議の開催


